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■概要

・医療用医薬品における「テキスト版」、「PDF版」の添付文書情報のデータベースです。

・添付文書の記載内容の参照及び検索などにご利用いただくことが可能です。

・医療用医薬品のPDF版添付文書は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）の掲載にあわせた“リアルタイム”でのご提供が可能です。

・薬価基準収載医薬品および生活改善薬約20,000品目を収載しており、個別医薬品コードで管理しています（2025年4月現在）。

■特徴・機能

■目的・利用場面

・テキスト版を使用することで任意の項目の絞込みや、目的に合った自由なレイアウトでの表示が可能なため、医療機関システムや調剤薬局システ

ムにおいてDI検索にご利用いただけます。

・調剤や服薬指導時の参照用として、PDF版を用いて実際の添付文書を確認することが可能です。
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■システム、Web等での表示例

『ロキソニン錠60mg』の添付文書情報（抜粋）

２．１． 消化性潰瘍のある患者［プロスタグランジン生合成抑制により、胃の血流量が減少し消化性潰瘍が悪化することがある］
〔９．１．２参照〕。

２．２． 重篤な血液異常のある患者［血小板機能障害を起こし、悪化するおそれがある］〔９．１．３参照〕。

２．３． 重篤な肝機能障害のある患者〔９．３．１参照〕。

２．４． 重篤な腎機能障害のある患者〔９．２．１参照〕。

２．５． 重篤な心機能不全のある患者〔９．１．４参照〕。

２．６． 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者。

２．７． アスピリン喘息（非ステロイド性消炎鎮痛剤等による喘息発作の誘発）又はその既往歴のある患者［アスピリン喘息発作を
誘発することがある］〔９．１．５参照〕。

２．８． 妊娠後期の女性〔９．５．１参照〕。

１）． 次記疾患並びに症状の消炎・鎮痛：関節リウマチ、変形性関節症、腰痛症、肩関節周囲炎、頸肩腕症候群、歯痛。

２）． 手術後、外傷後並びに抜歯後の鎮痛・消炎。

３）． 次記疾患の解熱・鎮痛：急性上気道炎（急性気管支炎を伴う急性上気道炎を含む）。

禁忌（次の患者には投与しないこと）

効能又は効果

用法及び用量

１）． 次記疾患並びに症状の消炎・鎮痛（関節リウマチ、変形性関節症、腰痛症、肩関節周囲炎、頸肩腕症候群、歯痛）、手術後、
外傷後並びに抜歯後の鎮痛・消炎：通常、成人にロキソプロフェンナトリウム（無水物として）１回６０ｍｇ、１日３回経口投与する。
頓用の場合は、１回６０～１２０ｍｇを経口投与する。

なお、年齢、症状により適宜増減する。また、空腹時の投与は避けさせることが望ましい。

２）． 次記疾患の解熱・鎮痛（急性上気道炎（急性気管支炎を伴う急性上気道炎を含む））：通常、成人にロキソプロフェンナトリ
ウム（無水物として）１回６０ｍｇを頓用する。

なお、年齢、症状により適宜増減する。ただし、原則として１日２回までとし、１日最大１８０ｍｇを限度とする。また、空腹時の投
与は避けさせることが望ましい。

（用法及び用量に関連する注意）

７．１． 他の消炎鎮痛剤との併用は避けることが望ましい。
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